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　県では、気候変動の影響が顕在化する中、「長野県ゼロカーボン戦略」別冊「長野県における気候変動の影響と

適応策」（長野県気候変動適応計画）について、令和 7 年度に見直しを行いました。

　本県では、猛暑日の増加、自然災害の激甚化、降雪量の減少など、気候変動の影響が年々明らかとなっており、

農林業、自然生態系、健康、観光など幅広い分野に影響が及んでいます。

　今回の見直しでは、こうした現状を踏まえ、各分野における影響と適応策の記載を拡充するとともに、新たにニ

ホンジカの分布拡大など生態系に関する課題を追加しました。また、水稲・果樹の高温対策技術の普及や、熱中症

対策、グリーンインフラの拡

充など、具体的な適応策につ

いても整理しています。

　さらに、今後の気温上昇に

備え、1.5℃程度の上昇に対

応した適応策を着実に実施す

るとともに、2℃を超える上

昇にも対応できるよう、段階

的かつ柔軟に対策を強化して

いく方針としました。そのた

めの県の取組として、分野ご

との情報の収集、分野横断的

かつ効果的な施策の推進、全

庁的な意識共有を図る場とし

て関係機関との連絡会議を設

置し、今後の気候変動の情報

共有と適応策の強化などを随

時協議していきます。

　今後は、本計画に基づき、

関係部局や関係機関との連携

を強化しながら、気候変動に

適応した持続可能な地域づく

りを推進していきます。

信州気候変動適応推進について

１．長野県気候変動適応計画の見直しについて

出典：長野県ゼロカーボン推進本部会議資料（R8.3.27）

出典：長野県ゼロカーボン戦略
　　　別冊「長野県における気候変動の影響と適応策」
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２．気候変動適応推進連絡会議の
　開催について
　県では、気候変動適応の取組を庁内横断的に推

進するため、令和 8 年 5 月 20 日に「第 1 回気

候変動適応推進連絡会議」を開催しました。

　本会議には、庁内関係部局に加え、長野地方気象台や国立環境研究所の専門家が出席し、長野県における気候変

動の現状と将来予測、国や他自治体の適応策の事例について情報共有が行われました。

　また、農業、森林、陸域生態系、健康、観光業、ヒートアイランド現象など各部局から、適応に関する取組状況

や課題について発表があり、分野横断的な視点での認識共有が図られました。

　気候変動は長期にわたり社会全体に影響を及ぼす課題であり、庁内各部局が連携しながら対応していくことが不

可欠です。本会議はその第一歩として位置付けられるものであり、今後も継続的な情報共有と連携の強化を図りな

がら、効果的な適応策の推進につなげていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　（塩沢 能好人／環境政策課）


